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特別展・企画展

常 設 展　主な展示などの紹介

イベント一覧
歴史民俗講座

民俗芸能講習会

特別展

関連事業
■記念講演会『関東の譜代藩と城』　4月22日(日)　13:30～15:00
　講　　師：根岸　茂夫 氏（國學院大學文学部教授）
　お申込み：往復はがき又は電子申請（４月１日消印有効・抽選）
　定　　員：１５０名
■古武道演武会　5月4日(金・祝)　13:30～15:30
　主　　催：真楊会・剣聖中山博道先生伝承武術保存会・埼玉杖神会
■体験学習『鎧を体感してみよう』
　5月5日(土・祝)　10:00～12:00　13:00～15:00
　お申込み：当日受付　対象・定員：子ども 20名
■展示解説 3月20日(火・祝)　24日(土)　4月1日(日)　7日(土)　15日(日)
 21日(土)　29日(日)　5月6日(日)　いずれも13:30～

大名と藩 　ー天下泰平の立役者たちー
平成24年3月20日(火・祝)～5月6日(日)
特別観覧料：一般600円(400円)　高校生・学生300円(200円)

企画展

関連事業
■展示解説 7月14日（土）　21日(土)　28日(土)　8月4日(土)　11日(土)
 18日(土)　25日(土)　9月1日（土）　いずれも13:30～

にほん美術夏期學校
平成24年７月14日(土)～9月2日(日)
企画展観覧料：一般400円(250円)　高校生・学生200円(150円)

展示概要
この夏、博物館に夏期限定の學校が登場します。ここにあるのは日本の美術品。算
数で読み解く美術に、国語で味わう美術？ 日本美術に親しみ、ちょっと詳しくなれ
る企画展です。

トピック
展
新収集品展2010～2011
平成24年5月12日(土)～6月17日(日)
常設展観覧料：一般300円(200円)　高校生・学生150円(100円)

特別展

関連事業
■記念講演会『ものづくりは楽しい！（仮題）』　10月28日(日)　13:30～15:00
　講　　師：たなか じゅん 氏（漫画家）
　お申込み：往復はがき又は電子申請（10月10日消印有効・抽選）
　定　　員：１５０名
■ビデオ上映会『職人のものづくり①・②』
　 10月20日(土)・11月3日(土・祝)　13:30 ～15 :00 
■展示解説 10月6日(土)　14日(日)　21日(日)　11月1日(木)　4日(日)
 14日(水)　18日(日)　いずれも13:30～

職人のわざとカタ ー商品の誕生ー
平成24年10月6日(土)～11月18日(日)
特別観覧料：一般600円(400円)　高校生・学生300円(200円)

サマースクール

展示概要
江戸時代の埼玉県域には、川越・忍・岩槻の３藩が置かれていました。３藩の藩主
である大名は、代々老中など幕府の要職を務め、260年にわたる「徳川の平和」を
実現する立役者となりました。本展示では、これら３藩やその歴代大名家に関す
る、名品・重要資料が一堂に会します。さらに、あまり知られていない岡部藩や
久喜藩についても紹介し、県域に存在した大名と藩について、その全貌を明らか
にします。

おし いわつきかわごえ
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展示概要
職人の「ものづくり」の特徴のひとつに「型（カタ）」を使った生産技術があります。
「型」を使うことにより、規格や品質のそろった製品である「商品」を大量に生産す
ることができました。本展示では「型」を用いた職人の「ものづくり」をテーマとして
取り上げ、さまざまな商品の原型となる「型」の造形的な面白さを楽しみながら、
機械化によって失われつつある伝統的な「ものづくり」の技術の一端を紹介してい
きます。

企画展

関連事業
■展示解説 1月5日(土)　12日(土)　19日(土)　26日(土)　2月2日(土)
 ９日(土)　いずれも13:30～

埼玉歴史街道Ⅰ －『新編武蔵　風土記稿』の世界－
平成25年1月２日(水)～２月11日(月・祝)
企画展観覧料：一般400円(250円)　高校生・学生200円(150円)

展示概要
江戸時代後期に幕府によって編纂された『新編武蔵風土記稿』は、江戸時代の地
誌の筆頭に位置づけられ、その後の地誌や各所図会の手本となりました。
本展示では、当館所蔵の『新編武蔵風土記稿』と版木を中心に、そこに収載された
文化財と、当館所蔵の各地の名所図会を展示紹介します。

特別展 発掘された木の道具
平成25年3月23日(土)～5月6日(月・祝)
特別観覧料：一般600円(400円)　高校生・学生300円(200円)

展示概要
木器は、縄文時代には狩猟具・食器類・装身具をはじめ丸木舟・櫂のような交通
手段にまで使われていました。弥生時代には木製農具各種ができ上がり、民俗
資料に共通するものも数多くあります。
本展示では、近代以前と近現代の木の道具各種がいかに共通するか違ってい
るか、比較の視点を取り入れながら、木が使われる歴史を考えます。

展示概要
平成22年度から23年度にかけて新たに収集した資料を公開します。

＊資料保存のため、毎月展示替えを行っています。

国宝太刀・短刀の公開〔第3室〕 館内消毒のため臨時休館館内消毒及び展示替えのため臨時休館

■秩父屋台囃子
　７月14日(土)、７月21日(土)、７月28日(土)、８月４日(土)、８月11日（土）
　13:00～16:00、全5回、定員40人　※全日程受講可能な方。
　費用：600円、往復ハガキ又は電子申請（受付期間6月4日～22日)
　※申込み多数の場合は抽選になります。

民俗工芸実演
■岩槻の木目込み人形　11月10日(土)　13:30～15:30
■川越の桶作り　11月11日(日)　13:30～15:30
どちらも　当日受付　定員：なし　費用：無料

博物館トーク
■ボランティアによる常設展の展示開設
　毎日10:00、11:00、13:00、14:00、15:00　約15分
　費用：観覧料　当日受付
■ミュージアムトーク
　学芸員が展示資料の解説を行います。
　毎月第3日曜日　13:30～14:00　当日受付　費用：観覧料
■博物館裏方探検隊
　普段は見ることができない、
　博物館の裏側を御覧いただきます。
　原則毎週土曜日
　原則13:30～14:00
　（時間はお問い合わせ下さい）
　当日受付　費用：観覧料

埼玉の歴史や伝統文化についての研究成果をわかりやすく解説します。

6月16日(土)
9月29日(土)
12月8日(土)
3月16日(土)

5月16日(水)～
8月29日(水)～
11月8日(木)～
2月16日(土)～

開催日時 定員 受付開始日

13:30～15:00 各回150名

10/2～11/256/18～25 12/17・18 
鯰絵〔第4室〕 仏教美術〔第4室〕

花鳥の世界
〔第4室〕木曾街道六十九次〔第4室〕錦絵と江戸の暮らし〔第4室〕 銀座復興絵巻〔第4室〕

9/4～10/28 10/30～12/28 1/2～3/3 3/5～6/26～9/23/27～6/17
前田夕暮（大滝に移住した歌人）・男山大輔（郷土力士）〔第9室〕粕谷義三（衆議院議長）・武者小路実篤（作家、新しき村提唱者）〔第9室〕

8/28～4/212/28～8/26
郷土食〔第10室〕 家作り〔第10室〕水と暮らし〔第10室〕 染と織〔第10室〕 飾る〔第10室〕

7/24～10/28 10/30～1/27 1/29～4/214/24～7/222/28～4/22
関博協共同企画展

埼玉の川と船〔季節展示室〕 弥生土器の美〔季節展示室〕おもちゃ〔季節展示室〕 刀装具〔季節展示室〕職人の信仰〔季節展示室〕
10/30～12/289/4～10/28 1/2～2/11 2/13～6/26～9/2

源平合戦図屏風（部分）

音声コード
利用案内を音声で聞くことができます。
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